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ど
こ
へ
行
っ
て
も
好
評
の
い
ち

の
せ
き
ハ
ラ
ミ
焼
。
活
動
は
順
風
満

帆
に
思
え
た
。
だ
が
、
知
名
度
が
上

が
り
、
出
展
機
会
が
増
え
る
ほ
ど
、

舞
台
裏
は
苦
し
く
な
っ
た
。
労
働

力
が
足
り
な
い
の
だ
。

　

隊
員
は
全
員
が
社
会
人
。
出
展

の
た
び
に
休
め
る
と
は
限
ら
な
い
。

イ
ベ
ン
ト
で
使
う
タ
マ
ネ
ギ
は
多

い
と
き
で
70
キ
ロ
超
。
仕
込
み
だ

け
で
も
相
当
の
労
力
を
要
す
る
。

出
展
当
日
に
参
加
で
き
な
い
隊
員

が
、
前
夜
遅
く
ま
で
準
備
す
る
な

ど
、
綱
渡
り
的
に
つ
な
ぐ
日
々
。
も

は
や
限
界
か
と
思
わ
れ
た
。

　

人
手
不
足
と
い
う
大
き
な
壁
を

突
破
す
る
カ
ギ
は
地
元
に
あ
っ

た
。
農
産
物
加
工
組
合
組
織
「
ひ

こ
ば
え
食
工
房
」に
相
談
す
る
と
、

「
一
関
が
元
気
に
な
る
た
め
な
ら
」

と
作
業
の
一
部
を
引
き
受
け
て
く

れ
る
こ
と
に
。
八
方
塞
が
り
の
中

で
、
再
び
前
に
進
む
た
め
の
希
望

の
光
が
差
し
た
。

　

出
展
当
日
は
、
社
会
人
や
高
校

生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
力
を
貸
し
て
く
れ
た
。
息
つ

く
暇
も
な
か
っ
た
な
じ
ょ
っ
た
べ

隊
に
、
追
い
風
が
吹
き
だ
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
課
題
は
、
加
速
す

る
鶏
ハ
ラ
ミ
の
需
要
増
加
に
、
供

給
が
追
い
つ
か
な
く
な
っ
た
こ

と
だ
。
隊
は
鶏
肉
加
工
業
者
と
話

し
合
い
、「
い
ち
の
せ
き
ハ
ラ
ミ

焼
で
地
域
を
元
気
に
し
た
い
」
と

真
っ
す
ぐ
な
思
い
を
伝
え
た
。

　

業
者
は
、
雇
用
を
増
や
し
、
鶏

ハ
ラ
ミ
の
確
保
に
全
力
を
尽
く
し

て
く
れ
た
。

　

２
０
１
２
年
。二
つ
の
大
き
な
壁

を
乗
り
越
え
た
隊
は
、
市
内
は
も

と
よ
り
岩
手
、
青
森
、
宮
城
、
埼
玉

４
県
の
44
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
。
隊

の
認
知
度
は
上
が
る
一
方
で
、「
こ

れ
が
ま
ち
お
こ
し
に
つ
な
が
る
の

だ
ろ
う
か
」
と
疑
問
を
抱
き
は
じ

め
る
。
い
ち
の
せ
き
ハ
ラ
ミ
焼
を

提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、「
一
関
に

行
っ
て
み
た
い
」
と
思
わ
せ
る
こ

と
。
そ
し
て
、
実
際
に
足
を
運
ん
で

も
ら
わ
な
け
れ
ば
ま
ち
の
元
気
は

取
り
戻
せ
な
い
。
食
を
通
じ
た
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て「
Ｂ

―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
へ
の
参
加
を
本

格
的
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
Ｂ
│
１
グ
ラ
ン
プ
リ

に
出
展
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。

２
つ
の
壁
と
向
き
合
う

以前、イベントでなじょった
べ隊にお手伝いをもらいま
した。隊員の雰囲気がよく、
謙
けん

虚
きょ

に学ぼうとする姿勢に
は頭が下がります。多くの人
を巻き込んで、質の高い活動
を続けてほしいです。

佐藤 一
い ち

郎
ろ う

 さん 北上コロッケま
るっとLab所長

多くの人の理解と応援を得よう

なじょったべ隊は料理の提
供スピードが速く、競合する
料理も少ない。これから人
気が高まっていくことでしょ
う。一丸となって岩手をＰＲ
するうえで、強力な仲間がで
きたと感じています。

小笠原巨
な お

樹
き

 さん 久慈まめぶ部屋
部屋頭

イベント参加で認知度アップを

　

新
規
に
出
展
を
希
望
す
る
団
体

に
は
、
主
催
の
愛
Ｂ
リ
ー
グ
が
掲

げ
る
５
つ
の
憲
章
（
＊
２
）
に
賛

同
す
る
こ
と
が
前
提
。

　

普
段
の
活
動
に
つ
い
て
審
査
を

受
け
、
支
部
に
加
盟
す
る
。
地
域
情

報
の
発
信
活
動
、
住
民
に
と
っ
て

旗
印
と
な
る
食
文
化
、
愛
Ｂ
リ
ー

グ
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
な
ど

が
考
慮
さ
れ
る
。
愛
Ｂ
リ
ー
グ
の

理
念
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、Ｂ
│

１
グ
ラ
ン
プ
リ
の
主
催
者
だ
と
い

う
意
識
を
持
つ
こ
と
で
本
部
加
盟

団
体
と
し
て
Ｂ
│
１
グ
ラ
ン
プ
リ
に

出
展
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

隊
員
た
ち
は
活
動
の
質
に
つ
い

て
再
考
す
る
た
め
、
久
慈
市
、
北

上
市
、
岩
手
町
の
３
団
体
に
足
を

運
ぶ
。
各
団
体
の
作
業
を
手
伝
い

な
が
ら
、
地
域
を
Ｐ
Ｒ
す
る
方
法

を
学
ん
だ
。 地域との絆深まる

「いちのせきハラミ焼で地域を元気にしたい」

地域の理解と応援を得て、ピンチはチャンスに変わった。

熱い情熱が B-1 グランプリへの扉を開いた。

　

こ
う
し
て
た
ど
り
着
い
た
言

葉
が「
情
」。
表
情
、
愛
情
、
人
情
、

風
情
な
ど
、
一
関
の
人
、
自
然
、

風
土
、
ま
ち
を
情
報
発
信
し
た
。

B-1は、まちづくりについて
語らい合う場。同じ思いで集
まった全国の愛Bリーガーと
の意見交換が新たな化学反
応を起こし、地方再生のヒン
トが見えてくるかもしれませ
ん。一緒に頑張りましょう。

府
ふ

金
か ね

 伸
し ん

治
じ

 さん いわてまち焼きう
どん連合歓隊隊長

情報交換して進む道を探そう

まめコロどんハラミ定食同盟

なじょったべ隊を

含む、県内 4団体
は、盛岡市内で10

月11日に開かれた

調印式で岩手を全
国にPRするために同盟を締結。4団体の

料理を1つのプレートに載せ、数量限定で

提供しながら、Ｂ-1グランプリを周知した。

　明治11年に創業、136年続く「かっ

こう屋」の 3代目です。団子はあん、
ごま、みたらしの3種。なじみの味と

言われるように、心を込めて作ってい

ます。串刺しの数が５つなのは、かつ

て五
いつくし

串村と呼ばれていたことに由来
します。多くの人から「空飛ぶだんご」
と親しまれ、名物と呼ばれていること

に誇りを感じています。
　なじょったべ隊が、「かっこう団子」方
式でＢ－１グランプリを盛り上げてくれ

たことはとてもうれしく思います。一関
をPRすると考えたときに、自分たちを

思い出してくれたのはありがたい話。

　いちのせきハラミ焼が餅と並ぶ古
里の食として認知される日は、そう遠
くはないでしょう。
　使命感に燃えて突っ走ることは大
いに結構ですが、細く、長く活動を続
けることも大事です。何事も楽しくな

ければ続きません。
　私は観光客に声を掛けて、茶屋に来
てもらい、竹かごの付いたワイヤー

ロープを引いてもらいます。その様子
を写真に撮り、茶屋にコレクション

することを楽しみにしています。まず

は、皆さん自身がなじょったべ隊なら

ではの楽しみ方を見つけてください。

続けることで地元に愛される
Interview
キーマンに

聞く

千 葉 春
は る

夫
お

さ
ん千 葉千 葉 春

は るは る

夫
おお

さ

(有 )かっこう屋代表取締役

４つの心を1つに束ね

岩手を全力でPR

久慈市、北上市、岩手町は県内で

食を使った町おこしを行う先駆者。
なじょったべ隊と一関市に応援の

メッセージをもらった。

Ｂ－1グランプリへの軌跡

2009年 － ご当地グルメによる まちおこしを考え始める

2010年 － 地域の食材を持ち寄った試食会。鶏のハラミに着目

2011年
7月

山梨県甲府市、神奈川県厚木市を視察

夏祭りでハラミ焼きを初提供

9月 なじょったべ隊を結成。愛Ｂリーグオブザーバー登録

2012年 10月
東北元気フェスティバルin石巻に出展協力・研修

B－1グランプリ第7回大会に出展協力・研修

2013年

3月 講演会「B級ご当地グルメでまちおこし」を主催

4月 愛Bリーグ北海道・東北支部会員になる

9月 北海道・東北B-1グランプリin十和田に出展する

10月 B－1グランプリ第8回大会を視察

2014年
4月 愛Bリーグ本部加盟団体になる

10月 B－1グランプリ第9回大会に初出展する

昨年5月に千厩町でのイベントでなじょっ
たべ隊を手伝いました。学校のボランティ
ア募集が参加のきっかけでしたが、隊員の
皆さんと気が合い、別のイベントにも参加
しました。

菅原 一
か ず

輝
き

 さん 大東高校3年

学生ボランティアとして参加

小野寺 寛
ひろし

 さん 農産物加工組合
ひこばえ食工房

タマネギの幅は約1センチ。歯ごたえが残
るサイズで刻みます。大量の玉ねぎの下処
理は、むせ返るような匂いと涙との闘い。
地元の農産物加工のかたわら、8人の会員
が交代で作業しています。

タマネギの下処理を応援

＊2 愛Ｂリーグ憲章：❶地域社会を元気にするために、遊び心をもって活動する❷地元に愛され

るご当地グルメを通じ、地域全体の魅力を楽しくわかりやすく伝える。売るのは料理ではなく地域
❸営利を求めない。ボランティア精神を貫く❹他地域の活動を尊重し、助け合って活動する❺活動
の原点は、地域や食を愛する心。みんなが笑顔になる活動を行う

　

２
０
１
４
年
４
月
５
日
。
な

じ
ょ
っ
た
べ
隊
は
、
そ
の
活
動
が

高
く
評
価
さ
れ
、
愛
Ｂ
リ
ー
グ
本

部
加
盟
団
体
に
認
定
さ
れ
た
。

特
集 一関のまちおこし

ま
ち
を
食
と
と
も
に
発
信


